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の席で話しました。  
本  日  の  卓   話 

 ２月 ２５ 日 （水） 
｢次年度会長基本方針｣ 

      長澤利治次期会長      

 昨日は茨木 RAC の理事会にも参加してきました。３
RC の提唱ということで理事会、例会には当番制出席と
なっていますが、少ないようです。その時に要望 
がありまして、今年はご存知のように、茨木から地区代

表を出しており、６月には年次大会のホストをします。

３RCの青少年、RA委員長さんには、一生懸命やって頂
いておりますが、大きな行事なので大変な部分もありま

す。是非 RAC 例会をみてほしいと思います。特に今、
在籍８名、実働５～６名という人数でやっていますので、

是非新しい会員を１名でも２名でも、１年でも２年でも

入って頂くと活発になると思いますのでよろしくお願い

します。 

 
■例 会 記 録 
第２１８１ 回例会 ２月 １８日（水）晴       
●ロータリーソング「 R-O-T-A-R-Y-」斉唱  
●ゲストスピーカーご紹介 
 井上暎夫パストガバナー（千里ＲＣ） 
 
※1月ホームクラブ皆出席  ２月５日、当クラブチャーターメンバーの坂井正男会

員がご逝去されました。坂井会員は最後のチャーターメ

ンバーであり、会長、その他委員長を歴任され、大森ガ

バナーの時は地区大会実行委員長をされ、ご指導頂いた

思い出があります。ロータリーの年始の例会は坂井会員

の「一月一日」の歌とお話で始まるという、暗黙の慣習

となっていたと思います。ここで坂井正男会員を偲び１

分間の黙祷を捧げたいと思います。 

 秋山、橋本（淳）、笠原、菊山、久保、中江、野田 
 野口、坂井、山田、山口、吉江 
 
 
■会 長 の 時 間         簡 仁一会長 
 ２週間振りの例会となります。 
先ず、茨木東RC３０周年、茨木西RC１０周年記念があ
りました。2月 14日（土）茨木西RCの記念講演が  

≪会 葬 お 礼≫  坂井正純会員 茨木市福祉文化会館で、平瀬徹さんの「エレクトーンと

スピーチ」、山折哲雄さんの「日本人の心」という講演で

ありました。茨木市の一般市民に呼びかけており、大勢

の出席で大成功だったと思います。その後引き続き、茨

木東RCの３０周年記念式典があり、茨木東らしい和や
かな雰囲気で行われました。３クラブ共、会員が減少し

ており合わせて１００名位なので、これからは、活動も

一緒になって行わなければならないとそ 

 
 
■幹 事 報 告          掛谷建郎幹事 
１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）D2660地区囲碁同好会囲碁大会及びRC第 3回 
碁全国大会打合わせ開催の案内   
第 1回目打ち合わせ２／29（日）於：箕面観光H 
２）100周年記念委員会設置の依頼        
３）2003～04年度青少年活動委員会正副委員長会 ■出 席 報 告 
の案内及び活動報告提出依頼 第２１８１ 回例会 前々回（第２１７９ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３２ (10) 15 7 68.18 ％ 1 95.45 ％ 

  ５／3（月） 於：府立青少年海洋センター     
４）「春のライラ」開催の案内並びに参加者推薦の依頼 
  5／3～5(2泊 3日) 於：府立青少年海洋センター   



ホスト：豊中千里RC 
５）「RI広報賞」「RI会長賞」の申請について     
６）2004~5 年度のための地区協議会出席者名簿提出の
案内   ４／24（土）9：30～16：00  
於：大阪国際会議場 
７）11／14・15地区大会の写真集  
８）第 14回全国ローターアクト研修会報告書 ６冊 
２、茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）茨木RAC年次大会打ち合わせの案内  
２／17（火）  於：クリエイトセンター2F                              
２）平成 15 年度大阪大学外国人留学生修了パーティー
の案内    ３／３（水）18：00～1９：30  
於：千里阪急ホテル西館（仙壽の間）  
３）千里メイプルよりＩＭのロータリアン家族・一般参

加登録について   ２／18（水）まで 
４）交通安全協会ＦＡＸ通信   
３、その他 
２００４年国際大会で参加要請がきておりますプロ

グラムを一覧表にして配布しております。 
ご参加頂ける方はお申し出下さい。 

 
 
■委 員 会 報 告 
親睦活動委員会          戸川通夫委員 

「春のゴルフコンペのご案内」 
4／17（土）10：00  於：朝日野CC（２組） 
4／18（日）9：24  於：ジャパンエース（４組） 
 18日は水田会員の送別ゴルフとさせて頂きます 
多数の方のご参加をお願い致します。 
 
 
■卓  話  

RI2660地区  井上暎夫パストガバナー 
ロータリー創立記念日に因んで 
「ロータリーの原理、原則とは」 
 2002年の国際会議でビル・ハントレーＲＩ会長は、会
員が減少し続ける現況について『職業奉仕こそその他の

あらゆる奉仕団体と一線を画す原則である。もう一つの

原則は友情の力である、時代を超えた原則を無視しては

ロータリーの価値観はなくなり、ロータリーの存在はな

くなる。』と述べました。 
 ビチャイ・ラタクルＲＩ会長（当時）もロータリーが

基本に立ち返る年にしたいと語りました。 
 ロータリーの原理、原則とは何でしょう。それはロー

タリーの綱領に書かれております。塚本ＰＧの翻訳によ

ると『ロータリーの目的は有益な企業の根底にサービス

の理想を培うに在る』で、これがただ唯一の目的であり

ます。1951年アトランティック・シティ国際大会で、四
つは一つの目的の発現形態と議決されました。 
 この綱領を読むとロータリーが倫理運動であることが

良く分ります。しかし、昨今のロータリークラブでは発

現形態である社会奉仕、国際奉仕のみが重要視され、そ

れのみがロータリーの目的のように理解されております。

綱領に在ります『企業の根底に奉仕を置く』 
(深川 D2680PG)という中心概念が忘れ去られているの
が現況です。 
 社会奉仕に関する決議 23－3４と云う有名な声明があ
ります。ここにロータリーとは、利己と利他との調和を

図る人生の哲学である。と書かれております。 
商品を売れば商人はそれにより儲けを手にし幸せになる

が、同時に顧客もその商品を手にし幸せになる。ここに

信頼の交換、信用が生まれるのである。ロータリーは儲

けを否定するのではなく、儲け方を問題にすると言われ

る所以です。 
信用を培う、尊敬と信頼こそが長期に安定した利潤を確

保し、企業、職業の継続が約束される。この原理をロー

タリーでは職業奉仕と呼んでおります。 
この考え方を説いたのがアーサーシェルドンで、彼の言

葉が今のロータリー第２モットーになっております。こ

のモットーがＲＩ理事会で一時使用停止になり、大きな

騒動になったのは記憶に新しい出来事です。 
職業奉仕と言うと医師の老人無料診療や、弁護士の法律

無料相談を計画しますが、本来の職業奉仕ではありませ

ん。 
 本来の職業奉仕が、職業人一人一人の倫理運動である

からこそ Ｉ ＳＥＲＶＥ です。みんなでする世界社

会奉仕がロータリー本来の奉仕活動とする風潮にハント

レーは危機感を持ったのです。 
 
 
■ニ コ ニ コ 箱                 久保副Ｓ.A.A 

※ホームクラブ皆出席 

   秋山、橋本（淳）、笠原、久保、中江、 

野田、野口、坂井、山田 
※井上ＰＧより卓話お礼をニコニコに頂きました 
※皆様方 父の通夜式 告別式ご会葬ありがとうござい

ました                 坂井 
※井上パストガバナー卓話ありがとうございました  

簡、掛谷 
※R財団寄付金のレート変更による差額 ￥２８ 
 

本日計   ７１，０２８円 
累 計１，４３０，３３７円 

 
■次 回 卓 話 
「よもやま話」 
              高島 健会員 

 
 


